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メ ト シ リ ンSに よ る 尿 路 感 染 症 の 治 療

斉 藤 豊 一 。山 本 隆 司 。近藤猪一郎

虎の門病院泌尿器科

(昭和38年8月24日 受 付)

は し が き

ペニシ リナ・一ゼに対 して安 定で,し か も耐性菌感 染症

に対 して有効 な合成 ペニ シ リンが使用 されて効果が み と

め られ て以来,新 しい合成ペ ニシ リンが次 々 と研究 され

て来 た。Methy三Chlor◎phenylisoxazolylPenicillin

(MCI-PC)も これ らのぺmシ リン研究の一環 の産物 で

あ つて,DimethoxyPhenylPenicillinと 抗菌 スペ ク ト

ルは類似 しているが㌔ ペ ニシ リン耐性 ブ ドウ球菌 に対 し

て はよ り有効 であ り,酸 に対 して もよ り安定 である とい

う。

本剤 を尿路感 染症 に対 して使用す る機会にあ ぐまれ た

の で,そ の結果 を報告 す る。

内服 方法について

本剤250mgを 空腹 時に服 用す ると最高血中濃度 は1

時 間後にあ らわれ3～4μ9加1に 達す るが,2時 間 では

2以 下 に下 つて しま う。500mgと す ると,同 様 に1時

間 後に最 高に達 し8～10μgに 達 し,2時 間後 には5,

4時 間後 には1で ある。1,000mgに す る と,最 高は18

～20μglm1に 達 し,2時 間後に も10～12 ,4時 間 後で

も2μ91mlあ る とい う。

食後 に投与す る と500mgで 最高濃度は2時 間後 に見

られ,6μ9位 とな り,3時 間 で は 稻 々下 り,5時 間 で

は2μg以 下 となる。

またブ ドウ球菌 の約75%は 本荊のO.25μg/mlで 感

受 性 を示 し,25%はo.5μglm1で 感性を示 し,1μglm1

以上を示す ものは稀 である とい う。血 中最高濃度 をMIC

の10倍 とい うこ とに 目標 をお くと,5μ9/m1以 上の濃

度を或一定時間以上維 持す る必要 があ るとい うことに な

る。従つ て以上 のこ とか ら1回250mgで は不 十分 とい

うことに な り,500mgの 服用 で必 要であ り,し か も,

空 腹時 に服用 した方 が よ り よい ことにな る。1,000mg

服 用では最高濃度 は 必 要以上 の高 さになるが,5μ91m1

以 上の濃度は約4時 間 もつづ くとい うことにな る。

そ こで私は こころみに3人 の健康人 に空 腹時に1,000

mgを 服用 させた ところ,何 れ も強度 の悪 心を訴え,1

例 は頬の熱感,他 の1例 は両手指 のシ ビレ感 を訴えた。

以上の ことか ら500mgを1回 量 と して毎6時 間1日

4回 の服 用を原 則 とす ることに した。は じめ の うちは食

事前1時 間の服用 をすすめ たが,食 思不振,軽 度 の悪 心

を訴 えるものが多 いので,食 後 に変 更 してみた ところ,

そ の訴 えの軽減 した症例が2,3あ つ たので,そ れ から

は大体6時 間お きに して,食 事 にあま り関係 な く服用す

るよ うに指導 した。

1回500mgの 投 与は外人に比 し小柄 な 日本人 には少

し多す ぎる ようであ り,と くに女 の人 には食 思不振を訴

えるものが多 かつたが,食 後服用 とい うこ とに より,投

薬 を中止 しなけれ ばな らな いものはなかつた。1例 のみ

心窩部痛 を訴えたが,続 行す るこ とは 出来 た。 それ以外

の副作用は なかつた。

筋 注時の痙痛は相 当程度 の ものがある よ うである。外

来患者 の1例 では第1回 の注射時 には(轡 筋 内注射)歩

行 も困難 な程 度の激痛を訴 え,第2回 目か らはブvカ イ

ンの浸潤 を前 以て行な うことに よ り注射 を続 行する こと

が 出来 た。 その他 ではそ のよ うな処置 も必要 とするもの

はなかつた。個 人差 も可成あ るよ うである。

症 例

メ トシ リンSを 当科の入院 および外来患者 について使

用 したが,そ の うち比較 的 くわ しく経過 を観察 すること

が 出来 たのは別表 に示す よ うに 内服 に よるものは22例,

注射 に よる ものは5例 であ る。

外来患者 については症例 を選択す る ことな く(即 ちグ

ラム陰性,陽 性,球 菌,桿 菌の区別 な く)あ る期間中に

来院 した尿路 感染症 に無差別 に使 用 した ものである。

単独 の効 果をみたいために,他 の抗生物質,化 学療法

剤 との併用 は さけた。その他の もの,例 えば抗 ヒスタミ

ン剤,ス テ 戸イ ド等 も併 用 しない ことを原 則 としたが,

やむ な く少量 を使 用 した もの もあ る。

治療開始前 にはかな らず,尿 道分泌物 および尿につい

て男子は中間 尿を,女 子は導尿を して得た尿 について,

顕微鏡 お よび培養検 査をお こない,概 略 の菌 型 を 決 定

し,デ ィス ク法 に よ り抗生物 質各種に対す る感性を検査

し,治 療中 には随 時培養 検査をお こなった。

膀胱炎,腎 孟 炎の症例 には初診時 に疾病 の本態をつか

むため に大部分 の例 に膀 胱鏡検査 をおこなつ ている。 こ

の さい必然的 に十分 な膀胱 灘 條が おこなわれ るために,

これが治療効果をす くなか らず助長 した と考 えられ る。

但 し,そ れには減菌水 を用い,硝 酸銀液化学療 法剤の水

溶液は使用 していない。
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第 1表

Ne・1年令圏 診 酬 起炎剖 感 性i投 与 法騰i判 定1 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

26

27

25

27

23

28

32

28

24

26

26

28

♂

6

δ

♂

♂

6

♂

δ

♂

δ

ε

δ

296

28

39

ε

3

急 性 淋 疾

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

急性単純性尿道
炎

同 上

同 上

同 上

淋疾後尿道炎

同 上

急性単純性尿道
炎

同 上

急 性 膀 胱 炎

N.gono.

N.gene.

N.geno.

N.geno.

N.gano.

N.gono.

s如 助.

4駕fe駕s

(一)

StaPh.

a%7e駕s

G(+)球 菌

G(+)球 菌

St⑳ 九

4%γe駕s

G(+)球 菌

G(一)桿 菌

G(一)桿 菌

P(帯),TC(帯)}1日29
EM(得),他 は 分4

(一)3日

CP(辮),他 は

(一)

P(一),あ とは

全 部(掛)

P(一),あ とは

全 部(帯)

SM(一),あ と

は全 部(帯)

PC(帯),KM

(刊十),あ と は(
一)

EM(帯),他 は

全 部(一)

PC(帯),SM

(帯),他 は 全 部(
一)

全 部(一)

9
4

日

2日1

分

1

9

4
日

2日1

分

2

9
4

日

2臼1
分

3

9
4

日

2日1
分

4

9
4

日

2日1
分

6

9
4

日

2日1
分

6

9
4

日

2日1

分

4

9
4

日

2日1
分

8

6.0 治

2.0治

4.0

6.0

治

治

8。0

120

12、0

治

治

治

1日 服用後膿 中に菌(一)
3日 後排膿 認めず

`第1回0
.59服 用6時 間

後 菌(十),第2回 服 用

(1・09)6時 間 後 に 淋 菌
1(一) ,以 後 菌(一),膿 中
の 白 血 球 は(帯)～(什)

程 度 とな り不 変

2日 後排膿停止,排 尿痛

(一),以 後不参

1日 後 菌(十),2日 以 後

菌(÷),3日 以 後 菌(一)
5日 後 か ら全 く正 常 とな

る

8.0

16.0

2日 後 菌(一),

膿 停 止

4日 後排

7日 後 に 症 状 軽 快,3日

後 菌(一),白 血 球(帯),
6日 後 白 血 球(十),以 後

不 参

2日 後排膿減少す るも疹

痛(十),膿 中白血球(十)
【菌(一),6日 後排膿(土)

1膿 中白血球(十),尿 正常
}

治

治

、日2g}

分4
6日

9
4

日

2日1

分

2

12.0

4.0

EM(柵),KM

(柵),他 は全 部!分

(一)i5
黍

i、 日2出

含11αo

EM(惜),KM

(帯),他 は全 部(
一)

9
4

日

2日1
分

4

8.0

治

無効

治

TC(帯 〉,KM

(紐),他 は全 部

(一)

TC(昔),CM

(帯),他 は全 部(
一)

9
4

日

2日1

分

8

9
4

日

2日1

分

3

無効

16・Oi無 効

1

6.0 治

2日 後排膿減少,4日 後

排膿(一),尿 正常,尿 道
分泌物中 白血球(±)

2日 後菌(十),排 膿不変
4日 後菌(十),排 膿減少
8日 後菌(一),排 膿停止
1月 後 も再 発な し

3日 後菌(十),排 膿不変
5日 後菌(一),排 膿減少
2週 後全 く正常 とな る。
以後不参

1日 後排膿減少,2日 後

膿中白血球(±)と なつ た
が10日 後疹痛増強 し排

膿を見 る

淋疾 といわれSMで 治療
され たが少量 の排膿 を見
る。5日 後 に排膿止 る。
7日 後分泌物 中 に 膿 球

(±二)

4日 投与す るも排膿不 変,

疹痛不変,他 剤 に変更

CM無 効,5日 頃 よ り排

膿減少,自 覚症状 軽快 し
たが再 び増悪

2日 後排尿痛 とれ頻尿 の
み となるも菌(十),3日
後尿所見正常,菌(一)
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N・・1年令囲 診 断 陣 炎劇 感 性}投 与法階 険1 備 考

16

17

18

19

20

21

22

38

17

22

35

31

41

25

♀

♂

孚

♂

♀

♀

♀

同 上

同 上

同 上

急性膀胱炎腎孟
炎

急 性 膀 胱 炎

急性出血性膀胱
炎

同 上

G(+)球 菌

G(+)球 菌

G(+)球 菌

G(一)桿 菌

G(一)桿 菌

G(+)球 菌

G(一)桿 菌

KM(帯),CM

(井),他 は(一)

PC(一),他 は

全 部(帯)

PC(一),他 は

全 部(一)

TC(帯),他 は

全部(一)

PC(一),EM

(一),他 は 全 部

(帯)

全 部(一)

KM(卦),TC

(粁),他 は全 部

(一)

9
4

日

2日1
分

6

9
4

日

2日1

分

3

9
4

日

2日1

分

4

1日29

分4
4日

9
4

日

2日1
分

8

9
4

日

2日1

分

5

9
4

日

2日1

分

5

12.0

6.0

8.0

8.0

16.0

10.0

10.0

治

治

治

無効

無効

治

無効

3日 後 自覚症 は正常 とな,

る も尿 中菌(十).赤 自血
球(十),6日 後菌(一),
赤 自血球(一)

3日 後尿 所 見 正 常,菌

(一), 自覚症状正常,7
日後正常

4臼 後尿 所 見 正 常,菌

(一),頬 尿のみ残 る

排尿痛 は とれたが下熱せ
ず,尿 中白血球(十),菌(
+)

3日 後尿 中菌(十), 自覚
症状消失.6日 後菌(一)
なるも10日 後再 発,菌

(+)と なる

2日 後 自覚症状 消失,菌

(十),5臼 後菌(一)と な
るも服用 に よ り心窩部痛

あ り

2日 後排尿痛 あ り,5日

後排尿痛残 り菌(十)

内服 に よつた症例 は第1表 に示す よ うに全 部で22例

である。 その内訳は

である。

急 性 淋 疾

急性単純性尿道炎

淋 疾 後尿 道 炎

急 性 膀 胱 炎

急性出血性膀胱炎

膀胱炎兼腎孟炎

例

例

例

例

例

例

6

6

2

5

2

1

急性淋疾 は何れ も感 染機 会後数 目をへ て発病 した新 鮮

なもので,全 例 とも治癒 した。第2例 につ いて,菌 の消

長 を比較的 くわ しく観 察す ることが出来 た。初 回に0.5

9を 服用 したわ けであるが,そ の6時 間後,即 ち第2回

目の服用直前 に採取 した尿道 分泌物中には まだ少数 の変

形,膨 化 した淋菌 を膿球 の内外にみ とめ るこ とが 出来 た

が,第3回 目の服用 直前に得た ものにつ いては膿球 は多

数 あつ たが,淋 菌 はみ とめ ることが出来 なか つた。 即ち

1.Og服 用で菌 の消失をみた ことになる。 他 の5例 の う

ち,第2日 目の早朝 の尿道分 泌物に淋菌をみ とめ得 た も

のは1例(No.4)の み であ り,他 は証 明す るこ とが 出来

なかつた。第2例 は1Hの み の投 与で経過を見たが,治

癒 してお り,再 発はな い。但 し,他 の抗 生物質使用 の場

合 と同 じく,尿 道分 泌物中 の膿球 は少数 乍 ら,可 成 あ と

まで存在 する よ うであ る。

淋 疾に比較 して,非 淋菌性 尿道炎は本剤 によつて も治

りに くい。即 ち,単 純性尿道炎6例 と淋疾後尿道炎2例

の8例 の うち,無 効 が3例 あつた。 もつ とも無効の うち

1例 は2日 間 の服用 後再来 せず,患 者 自身 では治癒 した

と思つていた うちに再発 した もので,も つ と服用をつづ

けていた ら完全に治癒 した ものか もしれない。その内訳

は1例 がグ ラム陰性桿菌 であ り,他 の2例 がペ ニシ リン

耐性 のグ ラム陽性球菌 である。

膀 胱炎は8例 中3例 無効 で,何 れ もグ ラム陰性桿菌 に

よる もので,当 然 といつ てよいであろ う。

そ の他,尿 管 カテーテル法後 の所 謂 カテーテル熱 に対

す る予 防,包 茎手術,精 管結紮 術等小手 術に対 しての化

膿予防 に1日 か2日 間投与 した症例 が8例 あ るが,全 例

とも発 熱,創 化膿を見 なか つた。

筋 注に よる症例 は第2表 の如 く5例 あ り,第1例 のみ

が,局 所痛 のため プロカインに よる麻 酔を必 要 と した

が,あ とは たい した疹痛 も訴 えず に注射 を続 行 し得た。

起炎菌 別に効果を見 ると次 の ようになる。

淋 菌

黄色ブドー球菌

グラム陽性球菌

グラム陰性桿菌

全例

6

4

10

5

癒

6

4

7

1

治 効

0

0

3

4

無

球菌感染症は淋菌を含めて20例 中17例 有効となり,
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第2表

N・・1年令圏 診 断 起 炎 菌1感 倒 投与法ltts,1網 備 考

1

2

3

4

5

26

38

51

28

65

δ

♀

♂

♂

♂

急性単純性尿道
炎

急 性 膀 胱 炎

術後手術創化膿

急 性 腎 孟 炎

急性副睾丸炎

StaPhyl.

a駕Pteus

G(+)球 菌

G(+)球 菌

全 部(一)

KM(昔),他 は

全部(一)

全 部(一)

き

G(+)球菌iぞ鵜瑠 縄

i(一)

不 明

1臼1回
250mg

4日 連 続

1日1回

50emg

6日 連 続

1日1回

500mg

6日 連 続

1日1回
500mg

5日 連 続

1日1回
500mg

10日 連 続

1,000

3,000

3,000

治

無効

治

2.500i治

5,000 治

排膿停止,疹 痛消失

6日 後も尿 中菌(十),症
状不変

排膿 減少,膿 性か ら漿液
性 に変る。局所療 法も併
用

尿管切右術 後に生 じた も
の,3日 後 よ り下熱を見
6日 後菌(一)

前立腺肥 大症,別 除後に
生 じた もの,4日 後 よ り
下熱,疹 痛軽減,硬 結 の
み とな る

80%以 上 の有効率 を示 している。 そ の うちペニ シ リン

に対 して感性を示 した菌 による ものは4例(No.1,6,

7,10)の みであ り,他 は全部耐性菌 であ る。

治癒 した症例 の服用量 をみる と,淋 疾 では平均6.3g,

尿道炎 では11.69,膀 胱炎 では8.49で ある。 之 は 患

者の来院 の都合 もあ り,余 計に投与 して服用 させた もの

もあ り,一 応 の基準 に しかす ぎないが,淋 疾以外 の尿道

炎はなお りに くく,淋 疾 はなお りやすい とい えるで あろ

う。

む す び

新 しい合成ペ ニシ リン,メ トシ リンSを 尿路感染症27

例 に投与 してみた。そ の うち20例 に有効で あ り,有 効

率は約74%eと い うことになる。副作用は食思不振,腹

痛が み られ たが軽度 の ものである。筋 注では局所痛が見

られ るが,之 とて もたえ られ ぬ ことはない ようである。

耐性 ブ ドウ球菌 に よる ものには使用 価値 のある もの と

云 える。




